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余川：小学校での褒められ・叱られ場面における児童の感情・行動的反応の検討

要　約
　本研究は小学４～６年生194名を対象に，担任教師から児童への褒め・叱り場面において，
児童の立場が，直接褒めや叱りを受けた「当事者」か，間接的に褒めや叱りを見聞きして
いた「傍観者」かという違いにより，児童の感情・行動的反応に及ぼす影響の差を検討す
るため，質問紙調査を行った。場面（褒め・叱り）と立場（当事者・傍観者）を独立変数，感
情・行動的反応を従属変数とした２要因分散分析の主な結果として，自分自身が褒められ
た場面だけでなく，同級生が褒められた場面でも，「やる気が出る」傾向が有意に高いこと
が示された。さらに，学級適応感尺度と学校生活尺度の各下位尺度を説明変数，褒められ・
叱られ場面における当事者・傍観者立場の感情・行動的反応を目的変数とした重回帰分析
の結果，学級における「教師との関係」が良好であると，同級生が褒められた場面で，「同
級生は正しい」，「同級生を好き」，「嬉しい」と感じる傾向や，自分自身が叱られたとして
も「不安を感じない」等ポジティブに感じる傾向が示された。これらの結果から，教師に
よる褒め・叱りは当事者だけでなく，傍観者の心情にも影響を与えること，教師との関係
性により，同級生への印象にも影響を及ぼすことが示された。また，教師の褒め・叱りに
より生じる児童の感情・行動的反応や，教師・友人との関係，学級適応感等は，相互に影
響し合う関係にある可能性が示唆された。
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Ⅰ　問題と目的

　学校現場では，教師による褒めや叱りが
日常的に行われている。例えば，褒めに関
する研究として，青木（2009）は，教師から
の褒め場面で，教師と児童が一対一の場合
は肯定的な感情反応が生じるが，傍観者が
存在することにより，褒められた児童の感
情的反応がネガティブになる場合があると
述べている。さらに，褒められる際，教師
と一対一の場面が良いか，クラスメイトが
いる場面が良いかに関しては，児童の性格
によって嬉しさを生じさせる背景が異なる
ことを示した。加えて，Lahey & Johnson 
（1978）は，褒めだけが強化因になるとは限
らず，個性や価値観によって，叱りも良い
行動を行うための強化因となる者もいると
述べている。Lahey & Johnson （1978）が
述べたように，叱りに関する研究として，
竹内（1995）は，叱りが当事者にとってポジ
ティブな効果をもたらすことも多いことを
示した。さらに，叱り言葉の強さや長さに
よって，児童が叱りを素直に受け取る場合
と，素直に受け取り難い場合があること，
教師と児童の信頼関係が成立している場合
と，成立していない場合によっても，叱り
言葉の受け取り方に差が認められたことを
示した。加えて，長谷川（2014）は，逸脱行
動や場に好ましくない行動をとった児童の
ことを，他の児童が集団から排除するとい
う行動的反応について検討した。その結
果，問題とされる行動を行った児童に対し
て，他の児童が行動の改善を求める点や，
ただの班員という公的な関係の児童が問題
とされる行動を行なったとしても，集団か
らの排除を認めない一方で，遊び仲間集団

という私的な関係の児童が問題とされる行
動を行うと，集団からの排除を認めること
を示した。長谷川（2014）の研究を踏まえる
と，教師が逸脱行動を行った児童に対して
叱ることで，教師と当事者の関係にとどま
らず，その場面で褒めや叱りを見聞きして
いる傍観者にも影響を与え，当事者と傍観
者の関係性によっては，傍観者は当事者を
学級から排除する可能性があると考えられ
る。以上のように，教師による褒めや叱り
は，教師と児童の関係，児童同士の関係に
影響を与えることが考えられる。また，学
級において，褒めはポジティブな影響を与
え，叱りはネガティブな影響を与えるとい
う単純なものではなく，傍観者の有無や，
教師との関係によっても，褒めや叱りの受
け取り方は変化すると考えられる。
　続いて，学級適応に関する問題として，
文部科学省（2019）によると，平成30年度の
不登校児童数は，小学校で44,841人であり，
年々増加傾向にあることを明らかにした。
小学校の不登校要因では，学校に係る要因
として，「いじめを除く友人関係をめぐる
問題」，「学業の不振」，「教職員との関係を
めぐる問題」等があり，本人に係る要因と
して，「不安の傾向がある」，「無気力の傾
向がある」，「学校における人間関係に課題
を抱えている」等がある。これまでの先行
研究を踏まえると，教師の褒めや叱りは，
不登校の要因に影響を与えている可能性が
あると考えられる。小学校において，教師
がいかに児童と関わるかは，不登校の予防
において重要であり，友人と良好な関係を
築くことができる学級づくりも，不登校の
予防において重要であると考えられる。学
級で教師が児童に対して褒めや叱りを行う
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際，当事者の感情・行動的反応だけでなく，
その場における傍観者の有無や，傍観者と
当事者の関係性にも着目する必要がある。
さらに，「いじめを除く友人との関係をめ
ぐる問題」という不登校要因からみた不登
校の予防として，褒め・叱り場面における，
傍観者の反応に着目することも必要であ
る。以上のように，傍観者は褒めと叱りの
効果を左右させる重要な存在であり，これ
までの褒めや叱りの研究に傍観者が含まれ
ることはあったが，傍観者の感情・行動的
反応を中心とした視点で，教師による褒め
や叱りに焦点を当てた研究は十分に蓄積さ
れていない。
　以上から，本研究では，不登校要因であ
る「教職員との関係をめぐる問題」および
「いじめを除く友人との関係をめぐる問
題」，「学校における人間関係に課題を抱え
ている」，「不安の傾向がある」に焦点を当
て，教師による児童への褒め場面と叱り場
面において，褒めや叱りを直接受けた「当
事者」および，褒めや叱りを第三者的に見
聞きしていた「傍観者」という異なる立場
に応じて，児童の感情・行動的反応にどの
ような違いが生じ得るのかを検討すること
を目的とする。また，日常的な学級におけ
る「居心地の良さの感覚」，「被信頼・受容
感」，「充実感」，「教師との関係」，「友人と
の関係」，「学業」が教師による褒めと叱り
を受けた場面において，感情・行動的反応
とどのように関係しているかについてもあ
わせて検討を行う。これらの検討を通し
て，児童の学校不適応の予防につなげるた
めの教育実践的な示唆を得ることを目的と
する。

Ⅱ　方法

１．調査協力者
　関東圏内の小学生194名（小学４年生男子
38名，女子28名，５年生男子32名，女子22
名，不明３名，６年生男子33名，女子38名）
を対象とした。

２．調査時期
　2018年６，７月に実施した。

３．調査内容
　以下の質問紙調査を実施した。
１）属性
　学年，性別の回答を求めた。
２）江村・大久保（2012）による小学生用学
級適応感尺度

　「居心地の良さの感覚」，「被信頼・受容
感」，「充実感」の３因子において，それぞ
れ因子負荷量の高い３項目，計９つの質問
項目を使用し，「１．まったく当てはまら
ない」～「４．とてもよく当てはまる」の
４件法で回答を求めた。
３）大久保・青柳（2004）による学校生活尺
度

　「教師との関係」，「友人との関係」，「学
業」の３因子において，それぞれ因子負荷
量の高い３項目，計９つの質問項目を使用
し，「１．まったく当てはまらない」～「４．
よく当てはまる」の４件法で回答を求めた。
４）４場面における自身の感情・行動的反
応，教師と同級生への感情・行動的反応

　大学生100名を対象にして行った予備調
査をもとに，４つの場面と感情・行動的反
応を設定して場面想定法を実施した。
　４つの場面は，当事者および傍観者立場
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それぞれにおける褒められ場面と叱られ場
面を設定した（表１）。
　表１の４つの場面において，自身の感
情・行動的反応は，「嬉しい」，「悲しい」，
「やる気が出る」，「不安を感じる」，「イラ
イラする」の５項目を，「１．あてはまら
ない」～「５．あてはまる」の５件法で回
答を求めた。また，教師への感情・行動的
反応，同級生への感情・行動的反応として，
それぞれ「好き」，「嫌い」，「話したくな
い」，「尊敬できる」，「正しい」の５項目と
し，それぞれ「１．あてはまらない」～「５．
あてはまる」の５件法で回答を求めた。

４．分析方法
　褒められ・叱られ場面における，当事者
と傍観者の感情・行動的反応の差の検討を
行うため，２要因分散分析を行った。次に，
江村・大久保（2012）による小学生用学級適
応感尺度と，大久保・青柳（2004）による学
校生活尺度が，褒められ・叱られ場面にお
ける，当事者と傍観者の感情・行動的反応

にどのように影響しているかを検討するた
め，重回帰分析を行った。

５．倫理的配慮
　児童の精神的負担に配慮し，質問紙の回
答の順番が叱られ場面から始まり，褒めら
れ場面で終わるように設定した。
　回答は無記名で行い，担任教師等が回答
を見ることはなく，回答に正解がないこと
の説明を行った。さらに，回答したくない
ものがある場合，無理に答える必要はない
こと，答えない場合も不利益になることは
なく，成績にも関係がないことの説明を回
答前に行った。回答は数字に置き換え，コ
ンピュータで処理し，個人が特定されない
ように分析を行った。収集したデータは厳
重に管理し，研究終了後に責任をもって破
棄することとした。
　調査内容に関しては，依頼先の学校と十
分に相談し，各学校の事情に合わせて配慮
を行った。加えて，学校名や学級などが特
定されないような配慮を行った。

表１　設定した４場面の内容

場面 立場 内容

叱られ
場面

当事者 〈場面１〉
あなたは，授

じゅ

業
ぎょう

中
ちゅう

に，近
ちか

くの席
せき

の人
ひと

と授
じゅ

業
ぎょう

に関
かん

係
けい

のないおしゃべりをし
ていました。すると先

せん

生
せい

は，あなたに「静
しず

かにしてください！」と大
おお

きな
声
こえ

で言
い

いました。

傍観者 〈場面２〉
同
おな

じクラスの人
ひと

は，授
じゅ

業
ぎょう

中
ちゅう

に，近
ちか

くの席
せき

の人
ひと

と授
じゅ

業
ぎょう

に関
かん

係
けい

のないおしゃ
べりをしていました。すると先

せん

生
せい

は，おしゃべりをしていた人
ひと

に「静
しず

かに
してください！」と大

おお

きな声
こえ

で言
い

いました。

褒められ
場面

当事者 〈場面３〉 あなたは，授
じゅ

業
ぎょう

中
ちゅう

に，誰
だれ

も答
こた

えることができない難
むずか

しい問
もん

題
だい

に正
せい

解
かい

しま
した。すると先

せん

生
せい

は，あなたに「素
す

晴
ば

らしい！」と大
おお

きな声
こえ

で言
い

いました。

傍観者 〈場面４〉
同
おな

じクラスの人
ひと

は，授
じゅ

業
ぎょう

中
ちゅう

に，誰
だれ

も答
こた

えることができない難
むずか

しい問
もん

題
だい

に
正
せい

解
かい

しました。すると先
せん

生
せい

は，正
せい

解
かい

した同
おな

じクラスの人
ひと

に「素
す

晴
ば

らしい！」
と大

おお

きな声
こえ

で言
い

いました。
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Ⅲ　結果

１．２要因分散分析
　自身の感情・行動的反応，教師や同級生
に対する感情・行動的反応を従属変数と
し，場面（褒め・叱り）と立場（当事者・傍
観者）を独立変数とした２要因分散分析を
学年別および性別に行った。多重比較の調
整では Bonferroni を使用し，主効果と交
互作用は，学年別の結果を表２に示し，性
別の結果を表３に示した。
１）学年別
　４年生において，交互作用効果が有意で
あった感情・行動的反応の，単純主効果検
定を行った結果，「当事者立場」における
場面（褒め・叱り）は0.1％水準で有意であっ
た（嬉しい：Ｆ（1,65）＝239.826，ｐ < .001，
ηｐ

2＝.787；悲 し い：Ｆ（1,65）＝89.350，ｐ < 
.001，ηｐ

2＝.579；やる気が出る：Ｆ（1,65）＝
133.225，ｐ < .001，ηｐ

2＝.672；不安を感じ
る：Ｆ（1,65）＝26.796，ｐ < .001，ηｐ

2＝.292；
イライラする：Ｆ（1,65）＝27.638，ｐ < .001，
ηｐ

2＝.298；先生を好き：Ｆ（1,65）＝24.622，
ｐ < .001，ηｐ

2＝.275）。「傍観者立場」にお
ける場面（褒め・叱り）の単純主効果（嬉し
い：Ｆ（1,65）＝18.655，ｐ < .001，ηｐ

2＝.223；
やる気が出る：Ｆ（1,65）＝31.429，ｐ < .001，
ηｐ

2＝.326；不安を感じる：Ｆ（1,65）＝14.424，
ｐ < .001，ηｐ

2＝.182）は0.1％水準で有意で
あったが，「悲しい」，「イライラする」，「先
生を好き」は有意と認められなかった。「叱
られ場面」における立場（当事者・傍観者）
の単純主効果は「悲しい」が１％水準で有
意 で あ っ た が（Ｆ（1,65）＝4.977，ｐ < .01，
ηｐ

2＝.071），「嬉しい」，「やる気が出る」，
「不安を感じる」，「イライラする」，「先生

を好き」は有意と認められなかった。「褒
められ場面」における立場（当事者・傍観
者）の 単 純 主 効 果（嬉 し い：Ｆ（1,65）＝
59.139，ｐ < .001，ηｐ

2＝.476； 悲 し い：Ｆ
（1,65）＝27.954，ｐ < .001，ηｐ

2＝.301；やる
気が出る：Ｆ（1,65）＝18.397，ｐ < .001，ηｐ

2

＝.221；先生を好き：Ｆ（1,65）＝16.117，ｐ 
< .001，ηｐ

2＝.199）は１％水準で有意であっ
た。「不安を感じる」は５％水準で有意で
（Ｆ（1,65）＝7.141，ｐ < .05，ηｐ

2＝.099），「イ
ライラする」は１％水準で有意であった（Ｆ
（1,65）＝10.584，ｐ < .01，ηｐ

2＝.140）。
　５年生において，交互作用が有意であっ
た感情・行動的反応の，単純主効果検定を
行った結果，「当事者立場」における場面
（褒め・叱り）の単純主効果（嬉しい：Ｆ
（1,56）＝88.171，ｐ < .001，ηｐ

2＝.612；悲し
い：Ｆ（1,56）＝39.817，ｐ < .001，ηｐ

2＝.416；
不安を感じる：Ｆ（1,56）＝15.148，ｐ < .001，
ηｐ

2＝.213；イライラする：Ｆ（1,56）＝38.581，
ｐ < .001，ηｐ

2＝.408；先生を好き：Ｆ（1,56）
＝28.331，ｐ < .001，ηｐ

2＝.336；先生を嫌い：
Ｆ（1,56）＝27.157，ｐ < .001，ηｐ

2＝.327） は
0.1％水準で有意であった。「先生と話した
くない」は１％水準で有意で（Ｆ（1,56）＝
13.329，ｐ < .01，ηｐ

2＝.192），「先生を尊敬
できる」は有意傾向が認められた（Ｆ（1,56）
＝6.987，ｐ < .10，ηｐ

2＝.111）。「傍観者立場」
における場面（褒め・叱り）の単純主効果
（ 嬉 し い：Ｆ（1,56）＝10.793，ｐ < .01，ηｐ

2

＝.162；先生を好き：Ｆ（1,56）＝8.957，ｐ < 
.01，ηｐ

2＝.138）は１％水準で有意であった。
「イライラする」は５％水準で有意で（Ｆ
（1,56）＝5.134，ｐ < .05，ηｐ

2＝.084），「先生
を嫌い」（Ｆ（1,56）＝3.466，ｐ < .10，ηｐ

2＝.058），
「先生と話したくない」（Ｆ（1,56）＝.3.012，ｐ 
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表２　学年別による感情・行動的反応の分散分析結果
褒められ場面 叱られ場面 主効果 交互作用

当事者 傍観者 当事者 傍観者 褒め・叱り 当事者・傍観者
Ｍ（ＳＤ） Ｍ（ＳＤ） Ｍ（ＳＤ） Ｍ（ＳＤ） Ｆ 値 ηｐ

2 Ｆ 値 ηｐ
2 Ｆ 値 ηｐ

2

小学４年生 【自身の感情・行動的反応】
n＝66 嬉しい 4.70（.72） 3.12（1.49） 1.91（1.26） 2.11（1.49） 186.64 *** .742 28.17 *** .302 32.1 *** .331

悲しい 1.18（.65） 2.03（1.18） 2.71（1.24） 2.32（1.43） 36.95 *** .362 4.51 * .065 22.7 *** .259
やる気が出る 4.70（.74） 4.05（1.34） 2.53（1.43） 2.71（1.57） 111.70 *** .632 5.13 * .073 9.39 ** .126
不安を感じる 1.41（.93） 1.83（1.20） 2.42（1.40） 2.61（1.60） 32.57 *** .334 5.05 * .072 .96 .014
イライラする 1.12（.51） 1.56（1.05） 1.98（1.38） 1.82（1.35） 24.85 *** .277 1.36 .020 5.55 * .079
【教師に対する感情・行動的反応】
先生を好き 4.14（1.09） 3.48（1.46） 3.20（1.51） 3.29（1.37） 18.48 *** .221 5.91 * .083 12.5 ** .162
先生を嫌い 1.41（.78） 1.47（.86） 1.65（1.03） 1.62（.96） 4.51 * .065 .04 .001 .34 .005
先生と話したくない 1.47（1.01） 1.39（.78） 1.70（1.12） 1.64（.99） 4.29 * .062 .55 .008 .01 .000
先生を尊敬できる 3.65（1.43） 3.52（1.51） 3.55（1.41） 3.70（1.37） 0.06 .001 .01 .000 1.36 .020
先生は正しい 4.03（1.20） 4.02（1.27） 4.42（1.07） 4.61（.72） 12.88 ** .165 1.13 .017 .92 .014
【同級生に対する感情・行動的反応】
同級生を好き 3.76（1.37） 2.29（1.25） 68.93 *** .515
同級生を嫌い 1.47（.81） 2.58（1.31） 43.64 *** .402
同級生と話したくない 1.47（.86） 2.00（1.07） 11.13 ** .146
同級生を尊敬できる 4.12（1.20） 1.76（1.01） 143.28 *** .688
同級生は正しい 4.26（1.13） 1.64（1.08） 187.11 *** .742

小学５年生 【自身の感情・行動的反応】
n＝57 嬉しい 3.91（1.44） 2.79（1.46） 1.67（1.11） 2.18（1.20） 97.08 *** .634 4.16 * .069 26.6 *** .322

悲しい 1.28（.73） 2.14（1.33） 2.49（1.38） 2.33（1.34） 24.98 *** .308 5.87 * .095 13.7 *** .197
やる気が出る 3.72（1.45） 3.42（1.54） 2.12（1.23） 2.07（1.18） 76.42 *** .577 1.76 .031 .78 .014
不安を感じる 1.81（1.16） 2.23（1.31） 2.68（1.42） 2.65（1.46） 9.75 ** .148 1.75 .030 3.53 † .059
イライラする 1.61（1.15） 2.14（1.45） 2.96（1.60） 2.67（1.48） 27.16 *** .327 .78 .014 9.35 ** .143
【教師に対する感情・行動的反応】
先生を好き 3.18（1.39） 2.72（1.16） 2.12（1.14） 2.21（1.07） 32.42 *** .367 3.63 † .061 4.86 * .080
先生を嫌い 1.72（1.07） 2.11（1.06） 2.75（1.42） 2.40（1.25） 25.49 *** .313 .03 .001 8.98 ** .138
先生と話したくない 1.91（1.21） 2.00（1.04） 2.61（1.37） 2.28（1.29） 11.12 ** .166 1.65 .029 4.50 * .074
先生を尊敬できる 2.96（1.41） 2.67（1.29） 2.47（1.12） 2.61（1.21） 3.97 † .066 .82 .014 3.34 † .56
先生は正しい 3.35（1.46） 3.37（1.47） 3.77（1.39） 3.47（1.50） 2.19 .038 2.34 .040 1.96 .034
【同級生に対する感情・行動的反応】
同級生を好き 2.79（1.36） 2.14（1.03） 17.94 *** .243
同級生を嫌い 1.95（1.04） 2.24（1.09） 7.15 * .113
同級生と話したくない 2.09（1.12） 2.19（1.06） .26 .005
同級生を尊敬できる 3.25（1.58） 1.88（1.09） 31.25 *** .358
同級生は正しい 3.30（1.59） 1.72（1.05） 47.40 *** .458

小学６年生 【自身の感情・行動的反応】
n＝71 嬉しい 4.17（1.18） 2.42（1.48） 1.41（.84） 1.99（1.41） 98.99 *** .586 21.91 *** .238 67.9 *** .492

悲しい 1.27（.63） 1.72（1.02） 2.27（1.43） 1.68（1.14） 13.37 *** .160 .53 .008 21.4 *** .234
やる気が出る 4.15（1.10） 2.65（1.43） 2.14（1.36） 1.89（1.21） 81.00 *** .536 56.86 *** .448 18.80 *** .212
不安を感じる 1.48（1.04） 2.10（1.31） 2.35（1.36） 2.31（1.45） 13.19 ** .158 4.56 * .061 5.73 * .076
イライラする 1.44（.86） 2.03（1.28） 3.07（1.53） 2.25（1.49） 36.66 *** .344 .93 .013 26.14 *** .272
【教師に対する感情・行動的反応】
先生を好き 2.72（1.43） 2.41（1.28） 1.86（1.07） 2.08（1.13） 19.40 *** .217 .27 .004 8.01 ** .103
先生を嫌い 1.72（1.17） 1.87（1.19） 2.69（1.55） 2.04（1.26） 17.27 *** .198 6.37 * .083 15.61 *** .182
先生と話したくない 1.52（.89） 1.75（1.17） 2.42（1.39） 1.92（1.18） 22.36 *** .242 1.86 .026 14.34 *** .170
先生を尊敬できる 2.45（1.36） 2.37（1.29） 2.14（1.23） 2.44（1.39） 1.17 .016 1.39 .019 3.73 † .051
先生は正しい 2.93（1.42） 3.17（1.43） 3.83（1.34） 4.07（1.22） 23.44 *** .251 5.82 * .077 .000 .000
【同級生に対する感情・行動的反応】
同級生を好き 2.62（1.39） 1.97（1.00） 14.08 *** .167
同級生を嫌い 1.66（.96） 2.24（1.20） 14.37 *** .170
同級生と話したくない 1.75（1.09） 2.11（1.25） 4.88 * .065
同級生を尊敬できる 3.51（1.30） 1.77（1.00） 76.92 *** .524
同級生は正しい 3.24（1.40） 1.69（1.08） 67.83 *** .492

注１）†ｐ < .10, *ｐ < .05, **ｐ < .01, ***ｐ < .001
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< .10，ηｐ
2＝.051）は有意傾向が認められた

が，「悲しい」，「不安を感じる」，「先生を
尊敬できる」は有意と認められなかった。
「叱られ場面」における立場（当事者・傍観
者）の単純主効果（嬉しい：Ｆ（1,56）＝9.363，
ｐ < .01，ηｐ

2＝.143；先生と話したくない：
Ｆ（1,56）＝7.288，ｐ < ．01，ηｐ

2＝.115）は１％
水準で有意で，「先生を嫌い」は５％水準
で有意であった（Ｆ（1,56）＝5.385，ｐ < .05，
ηｐ

2＝.088）。「悲しい」，「不安を感じる」，

「イライラする」，「先生を好き」，「先生を
尊敬できる」は有意と認められなかった。
「褒められ場面」における立場（当事者・傍
観者）の単純主効果（嬉しい：Ｆ（1,56）＝
18.618，ｐ < .001，ηｐ

2＝.250； 悲 し い：Ｆ
（1,56）＝17.489，ｐ < .001，ηｐ

2＝.238）は0.1％
水準で有意であった。「イライラする」は
１％ 水 準 で 有 意 で（Ｆ（1,56）＝8.824，ｐ < 
．01，ηｐ

2＝.136），「不安を感じる」（Ｆ（1,56）
＝4.969，ｐ < .05，ηｐ

2＝.081），「先 生 を 好

表３　性別による感情・行動的反応の分散分析結果
褒められ場面 叱られ場面 主効果 交互作用

当事者 傍観者 当事者 傍観者 褒め・叱り 当事者・傍観者
Ｍ（ＳＤ） Ｍ（ＳＤ） Ｍ（ＳＤ） Ｍ（ＳＤ） Ｆ 値 ηｐ

2 Ｆ 値 ηｐ
2 Ｆ 値 ηｐ

2

男子 【自身の感情・行動的反応】
n＝103 嬉しい 4.26（1.24） 2.79（1.61） 1.68（1.16） 2.14（1.47） 167.29 *** .621 24.26 *** .192 60.5 *** .372

悲しい 1.12（.47） 1.84（1.20） 2.39（1.41） 2.09（1.38） 43.68 *** .300 4.98 * .047 27.4 *** .211
やる気が出る 4.29（1.14） 3.27（1.61） 2.39（1.46） 2.35（1.47） 128.06 *** .557 28.17 *** .216 17.5 *** .146
不安を感じる 1.48（.99） 1.89（1.27） 2.36（1.45） 2.37（1.50） 24.03 *** .191 3.43 † .033 4.32 * .041
イライラする 1.38（.93） 1.86（1.34） 2.60（1.63） 2.19（1.50） 44.68 *** .305 .17 .002 21.95 *** .177
【教師に対する感情・行動的反応】
先生を好き 3.51（1.42） 2.97（1.44） 2.44（1.43） 2.54（1.37） 51.75 *** .337 8.17 ** .074 14.18 *** .122
先生を嫌い 1.44（.93） 1.72（1.04） 2.27（1.48） 2.00（1.29） 30.00 *** .227 .01 .000 12.12 ** .106
先生と話したくない 1.60（1.17） 1.65（1.06） 2.16（1.38） 1.90（1.28） 13.22 *** .115 1.69 .016 3.64 † .034
先生を尊敬できる 3.00（1.57） 2.84（1.55） 2.78（1.47） 2.84（1.47） 1.04 .010 .29 .003 1.52 .015
先生は正しい 3.61（1.46） 3.61（1.45） 4.09（1.31） 4.12（1.29） 11.64 ** .102 .04 .000 .03 .000
【同級生に対する感情・行動的反応】
同級生を好き 3.08（1.47） 2.14（1.15） 42.81 *** .296
同級生を嫌い 1.62（.96） 2.25（1.19） 21.35 *** .173
同級生と話したくない 1.70（1.07） 1.91（1.04） 2.29 .022
同級生を尊敬できる 3.70（1.46） 1.86（1.12） 101.59 *** .499
同級生は正しい 3.83（1.47） 1.67（1.07） 166.28 *** .620

女子 【自身の感情・行動的反応】
n＝88 嬉しい 4.30（1.10） 2.74（1.37） 1.65（1.03） 2.06（1.27） 188.01 *** .684 22.16 *** .203 59.31 *** .405

悲しい 1.40（.82） 2.08（1.15） 2.63（1.30） 2.13（1.29） 28.09 *** .244 .89 .010 28.97 *** .250
やる気が出る 4.13（1.21） 3.43（1.45） 2.17（1.22） 2.11（1.26） 134.99 *** .608 12.80 ** .128 7.27 ** .077
不安を感じる 1.65（1.13） 2.25（1.28） 2.66（1.30） 2.73（1.50） 27.81 *** .242 8.93 ** .093 5.06 * .055
イライラする 1.40（.84） 1.98（1.21） 2.77（1.51） 2.24（1.44） 38.58 *** .307 .05 .001 18.44 *** .175
【教師に対する感情・行動的反応】
先生を好き 3.15（1.44） 2.77（1.31） 2.36（1.34） 2.57（1.24） 18.39 *** .174 .98 .011 10.39 ** .107
先生を嫌い 1.82（1.11） 1.93（1.12） 2.48（1.40） 2.03（1.10） 13.87 *** .137 3.62 † .040 9.43 ** .098
先生と話したくない 1.66（.91） 1.78（1.01） 2.35（1.32） 1.99（1.06） 24.87 *** .222 2.04 .023 10.75 ** .110
先生を尊敬できる 3.09（1.36） 2.91（1.31） 2.68（1.32） 3.05（1.40） 1.57 .018 1.72 .019 7.91 ** .083
先生は正しい 3.24（1.37） 3.43（1.40） 3.93（1.28） 4.03（1.21） 23.43 *** .212 3.15 † .035 .23 .003
【同級生に対する感情・行動的反応】
同級生を好き 3.07（1.45） 2.16（1.05） 38.75 *** .308
同級生を嫌い 1.77（.97） 2.63（1.21） 36.81 *** .297
同級生と話したくない 1.84（1.04） 2.35（1.19） 11.64 ** .118
同級生を尊敬できる 3.61（1.31） 1.75（.91） 115.43 *** .570
同級生は正しい 3.52（1.36） 1.72（1.07） 90.00 *** .508

注１）†ｐ < .10, *ｐ < .05, **ｐ < .01, ***ｐ < .001
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き」（Ｆ（1,56）＝6.502，ｐ < .05，ηｐ
2＝.104），

「先生を嫌い」（Ｆ（1,56）＝5.834，ｐ < .05，
ηｐ

2＝.094），「先生を尊敬できる」（Ｆ（1,56）
＝4.441，ｐ < .05，ηｐ

2＝.073）は５％水準で
有意であった。「先生と話したくない」は
有意と認められなかった。
　６年生において，交互作用が有意であっ
た感情・行動的反応の単純主効果検定を
行ったところ，「当事者立場」における場
面（褒め・叱り）の単純主効果が0.1％水準
で 有 意 で あ っ た（ 嬉 し い：Ｆ（1,70）＝
232.462，ｐ < .001，ηｐ

2＝.769；悲 し い：Ｆ
（1,70）＝33.581，ｐ < .001，ηｐ

2＝.324；やる
気 が 出 る：Ｆ（1,70）＝100.310，ｐ < .001，
ηｐ

2＝.589； 不 安 を 感 じ る：Ｆ（1,70）＝
22.052，ｐ < .001，ηｐ

2＝.240；イライラする：
Ｆ（1,70）＝73.507，ｐ < .001，ηｐ

2＝.512； 先
生を好き：Ｆ（1,70）＝23.428，ｐ < .001，ηｐ

2

＝.251；先生を嫌い：Ｆ（1,70）＝28.631，ｐ 
< .001，ηｐ

2＝.290；先生と話したくない：
Ｆ（1,70）＝33.017，ｐ < .001，ηｐ

2＝.321）。「先
生を尊敬できる」は５％水準で有意であっ
た（Ｆ（1,70）＝4,216，ｐ < .05，ηｐ

2＝.057）。「傍
観者立場」における場面（褒め・叱り）の単
純主効果は，「やる気が出る」（Ｆ（1,70）＝
11.834，ｐ < .01，ηｐ

2＝.145）が１％水準で有
意であった。「先生を好き」は５％水準で
有意で（Ｆ（1,70）＝4.676，ｐ < .05，ηｐ

2＝.063），
「嬉しい」は有意傾向が認められた（Ｆ
（1,70）＝3.251，ｐ < .10ηｐ

2＝.044）。「 悲 し
い」，「不安を感じる」，「イライラする」，
「先生を嫌い」，「先生と話したくない」，「先
生を尊敬できる」は有意と認められなかっ
た。「叱られ場面」における立場（当事者・
傍観者）の単純主効果が0.1％水準で有意で
あった（イライラする：Ｆ（1,70）＝16.532，ｐ 

< .001，ηｐ
2＝.191；先 生 を 嫌 い Ｆ（1,70）＝

15.546，ｐ < .001，ηｐ
2＝.182）。「嬉しい」（Ｆ

（1,70）＝13.017，ｐ < .01，ηｐ
2＝.157），「 悲

しい」（Ｆ（1,70）＝12.321，ｐ < .01，ηｐ
2＝.150），

「先生と話したくない」（Ｆ（1,70）＝10.495，ｐ 
< .01，ηｐ

2＝.130）は１％水準で有意であっ
た。「先生を尊敬できる」は５％水準で有
意で（Ｆ（1,70）＝4.789，ｐ < .05，ηｐ

2＝.064），
「先生を好き」（Ｆ（1,70）＝.2.991，ｐ < .10，
ηｐ

2＝.041）は有意傾向が認められた。「やる
気が出る」，「不安を感じる」は有意でな
かった。「褒められ場面」における立場（当
事者・傍観者）の単純主効果が0.1％水準で
有意であった（嬉しい：Ｆ（1,70）＝67.245，ｐ 
< .001，ηｐ

2＝.490；やる気がでる：Ｆ（1,70）
＝65.723，ｐ < .001，ηｐ

2＝.484；イライラす
る：Ｆ（1,70）＝14.122，ｐ < .001，ηｐ

2＝.168）
「 悲 し い 」（Ｆ（1,70）＝13.014，ｐ < .01，ηｐ

2

＝.157）「不安を感じる」（Ｆ（1,70）＝10.924，
ｐ < .01，ηｐ

2＝.135）は１％水準で有意で，
「先生を好き」（Ｆ（1,70）＝6.704，ｐ < .05，
ηｐ

2＝.087）は５％で有意であった。「先生と
話したくない」は有意傾向が認められたが
（Ｆ（1,70）＝3.304，ｐ < .10，ηｐ

2＝.045），「先
生を嫌い」，「先生を尊敬できる」は有意と
認められなかった。
　学年別に多重比較を行ったところ，４年
生，５年生，６年生に共通して認められた
結果として，当事者立場において，「嬉し
い」，「やる気が出る」，「先生を好き」では，
褒められ場面 > 叱られ場面という結果が
認められた。一方，「悲しい」，「不安を感
じる」，「イライラする」，「先生を嫌い」，
「先生は正しい」では，叱られ場面 > 褒
められ場面という結果が認められた。傍観
者立場において，「嬉しい」，「やる気が出
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る」，「同級生を好き」，「同級生を尊敬でき
る」，「同級生は正しい」では，褒められ場
面 > 叱られ場面という結果が認められた。
一方，「同級生を嫌い」では叱られ場面 >
褒められ場面という結果が認められた。褒
められ場面において，「先生を好き」では，
当事者立場 > 傍観者立場という結果が認
められた。一方，「悲しい」，「不安を感じ
る」，「イライラする」では，傍観者立場
> 当事者立場という結果が認められた。
２）性別
　男子児童において，交互作用が有意で
あった感情・行動的反応の単純主効果検定
を行ったところ，「当事者立場」における
場面（褒め・叱り）の単純主効果が0.1％水
準 で 有 意 で あ っ た（嬉 し い：Ｆ（1,102）＝
266.373，ｐ < .001，ηｐ

2＝.723；悲しい：（Ｆ
（1,102）＝77.817，ｐ < .001，ηｐ

2＝.433； や
る 気 が 出 る：Ｆ（1,102）＝140.365，ｐ < 
.001，ηｐ

2＝.579；不安を感じる：Ｆ（1,102）
＝29.018，ｐ < .001，ηｐ

2＝.221；イライラす
る：Ｆ（1,102）＝66.096，ｐ < .001，ηｐ

2＝.393；
先生を好き：Ｆ（1,102）＝50.549，ｐ < .001，
ηｐ

2＝.331；先生を嫌い：Ｆ（1,102）＝36.224，
ｐ < .001，ηｐ

2＝.262；先生と話したくない：
Ｆ（1,102）＝13.550，ｐ < .001，ηｐ

2＝.117）。「傍
観者立場」における場面（褒め・叱り）の単
純主効果が0.1％水準で有意であった（やる
気 が 出 る：Ｆ（1,102）＝25.877，ｐ < .001，
ηｐ

2＝.202； 先 生 を 好 き：Ｆ（1,102）＝
13.204，ｐ < .001，ηｐ

2＝.115）。「嬉しい」（Ｆ
（1,102）＝11.416，ｐ < .01，ηｐ

2＝.141），「不安
を 感 じ る」（Ｆ（1,102）＝7.346，ｐ < .01，ηｐ

2

＝.067）は１％水準で有意で，「イライラす
る」（Ｆ（1,102）＝4.835，ｐ < .05，ηｐ

2＝.045），
「先生を嫌い」（Ｆ（1,102）＝5.596，ｐ < .05，

ηｐ
2＝.052），「先 生 と 話 し た く な い」（Ｆ

（1,102）＝4.421，ｐ < .05，ηｐ
2＝.042）は５％

水準で有意であった。「悲しい」は有意と
認められなかった。「叱られ場面」におけ
る立場（当事者・傍観者）の単純主効果が
１％ 水 準 で 有 意 で あ っ た（嬉 し い：Ｆ
（1,102）＝10.439，ｐ < .01，ηｐ

2＝.093；イラ
イ ラ す る：Ｆ（1,102）＝7.700，ｐ < .01，ηｐ

2

＝.070）。「悲 し い」（Ｆ（1,102）＝4.217，ｐ < 
.05，ηｐ

2＝.040），「先生を嫌い」（Ｆ（1,102）＝
5.095，ｐ < .05，ηｐ

2＝.048），「先生と話した
くない」（Ｆ（1,102）＝5.017，ｐ < .05，ηｐ

2＝.047）
は５％水準で有意であった。「やる気が出
る」，「不安を感じる」，「先生を好き」は有
意と認められなかった。「褒められ場面」
における立場（当事者・傍観者）の単純主効
果が0.1％水準で有意であった（嬉しい：Ｆ
（1,102）＝67.355，ｐ < .001，ηｐ

2＝.398； 悲
しい：Ｆ（1,102）＝32.692，ｐ < .001，ηｐ

2＝.243；
やる気が出る：Ｆ（1,102）＝40.145，ｐ < .001，
ηｐ

2＝.282；イライラする：Ｆ（1,102）＝16.317，
ｐ < .001，ηｐ

2＝.138；先生を好き：Ｆ（1,102）
＝17.894，ｐ < .001，ηｐ

2＝.149）。「不安を感
じる」（Ｆ（1,102）＝7.412，ｐ < .01，ηｐ

2＝.068），
「先生を嫌い」（Ｆ（1,102）＝10.839，ｐ < .01，
ηｐ

2＝.096）は１％水準で有意であった。「先
生と話したくない」は有意と認められな
かった。
　女子児童において，交互作用が有意で
あった感情・行動的反応の単純主効果検定
を行ったところ，「当事者立場」における
場面（褒め・叱り）の単純主効果が0.1％水
準 で 有 意 で あ っ た（嬉 し い：Ｆ（1,87）＝
237.404，ｐ < .001，ηｐ

2＝.732；悲 し い：Ｆ
（1,87）＝69.696，ｐ < .001，ηｐ

2＝.445；やる
気 が 出 る：Ｆ（1,87）＝129.519，ｐ < .001，
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ηｐ
2＝.598； 不 安 を 感 じ る：Ｆ（1,87）＝

37.116，ｐ < .001，ηｐ
2＝.299；イライラする：

Ｆ（1,87）＝65.018，ｐ < .001，ηｐ
2＝.428； 先

生を好き：Ｆ（1,87）＝25.457，ｐ < .001，ηｐ
2

＝.226；先生を嫌い：Ｆ（1,87）＝18.296，ｐ 
< .001，ηｐ

2＝.174；先生と話したくない：
Ｆ（1,87）＝30.988，ｐ < .001，ηｐ

2＝.263）。「先
生 を 尊 敬 で き る」（Ｆ（1,87）＝7.147，ｐ < 
.01，ηｐ

2＝.076）は１％水準で有意であった。
「傍観者立場」における場面（褒め・叱り）
の単純主効果が0.1％水準で有意であった
（嬉 し い：Ｆ（1,87）＝14.288，ｐ < .001，ηｐ

2

＝.141；やる気が出る：Ｆ（1,87）＝45.701，
ｐ < .001，ηｐ

2＝.344）。「不安を感じる」（Ｆ
（1,87）＝5.626，ｐ < .05，ηｐ

2＝.061）は５％
水準で有意であったが，「悲しい」，「イラ
イラする」，「先生を好き」，「先生を嫌い」，
「先生と話したくない」，「先生を尊敬でき
る」は有意と認められなかった。「叱られ
場面」における立場（当事者・傍観者）の単
純主効果が１％水準で有意であった（悲し
い：Ｆ（1,87）＝11.259，ｐ < .01，ηｐ

2＝.115；
イライラする：Ｆ（1,87）＝7.802，ｐ < .01，
ηｐ

2＝.082；先生を嫌い：Ｆ（1,87）＝11.080，
ｐ < .01，ηｐ

2＝.113；先生と話したくない：
Ｆ（1,87）＝9.342，ｐ < .01，ηｐ

2＝.097；先 生
を尊敬できる：Ｆ（1,87）＝8.012，ｐ < .01，
ηｐ

2＝.084）。「嬉しい」（Ｆ（1,87）＝6.916，ｐ < 
.05，ηｐ

2＝.074）は５％水準で有意であった
が，「やる気が出る」，「不安を感じる」，「先
生を好き」は有意と認められなかった。「褒
められ場面」における立場（当事者・傍観
者）の単純主効果が0.1％水準で有意であっ
た（嬉 し い：Ｆ（1,87）＝63.609，ｐ < .001，
ηｐ

2＝.422；悲 し い：Ｆ（1,87）＝22.656，ｐ < 
.001，ηｐ

2＝.207；やる気が出る：Ｆ（1,87）＝

17.458，ｐ < .001，ηｐ
2＝.167；不安を感じる：

Ｆ（1,87）＝18.628，ｐ < .001，ηｐ
2＝.176； イ

ライラする：Ｆ（1,87）＝17.207，ｐ < .001，
ηｐ

2＝.165）。「先生を好き」（Ｆ（1,87）＝9.559，
ｐ < .01，ηｐ

2＝.099）は１％水準で有意で，
「先生を尊敬できる」（Ｆ（1,87）＝2.778，ｐ < 
.10，ηｐ

2＝.031）は有意傾向が認められたが，
「先生を嫌い」，「先生と話したくない」は
有意と認められなかった。
　性別に多重比較を行ったところ，男女に
共通して認められた結果として，当事者立
場において，「嬉しい」，「やる気が出る」，
「先生を好き」では，褒められ場面 > 叱
られ場面という結果が認められた。一方，
「悲しい」，「不安を感じる」，「イライラす
る」，「先生を嫌い」，「先生は正しい」では，
叱られ場面 > 褒められ場面という結果が
認められた。傍観者立場において，「嬉し
い」，「やる気が出る」，「同級生を好き」，
「同級生を尊敬できる」，「同級生は正しい」
では，褒められ場面 > 叱られ場面という
結果が認められた。一方，「不安を感じる」，
「先生は正しい」，「同級生を嫌い」では叱
られ場面 > 褒められ場面という結果が認
められた。叱られ場面において，「悲しい」，
「イライラする」では，当事者立場 > 傍
観者立場という結果が認められた。褒めら
れ場面において，「先生を好き」では，当
事者立場 > 傍観者立場という結果が認め
られた。一方，「悲しい」，「不安を感じる」，
「イライラする」では，傍観者立場 > 当
事者立場という結果が認められた。

２．重回帰分析
　学級適応感尺度と学校生活尺度の各因子
を説明変数，褒められ・叱られ場面におけ
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る当事者・傍観者立場の感情・行動的反応
を目的変数とした重回帰分析を学年別及び
性別に行った。学年別および性別の重回帰
分析について，有意な関連が認められた主

な結果を，それぞれ表４，５に示した。
１）「居心地の良さの感覚」
　自分自身が叱られた場面では，４年生の
「イライラする」に対して，「居心地の良さ

表４　学級適応感尺度・学校生活尺度と感情・行動的反応の関連（学年別）
当事者 傍観者

褒められ場面 叱られ場面 褒められ場面 叱られ場面
反応 β ʀ2 反応 β ʀ2 反応 β ʀ2 反応 β ʀ2

居心地の
良さの
感覚

④先生は正しい ︲.356 † .234 ④イライラする .417 * .151 ④嬉しい ︲.348 † .140 ④先生を嫌い .356 † .139
⑤イライラする ︲.314 † .214 † ④先生は正しい ︲.402 * .265 ** ④先生と話したくない .406 * .169 †
④先生を好き ︲.362 † .122 ④同級生は正しい ︲.400 † .150 ⑥同級生と話したくない 366 † .140

⑤先生を嫌い ︲.481 ** .137
⑥先生と話したくない ︲.363 † .074
⑥不安を感じる ︲.522 * .188 *

被信頼・
受容感

④先生を好き .443 * .157 ⑤イライラする ︲.300 † .214 † ④先生は正しい .348 † .265 ** ⑤やる気が出る .323 † .119
⑥先生と話したくない .296 † .107 ⑤先生と話したくない ︲.304 † .183 ⑤嬉しい .418 ** .295 ** ⑤先生を好き .400 * .180

⑤先生を嫌い ︲.335 * .201 † ⑤不安を感じる .337 * .158 ⑥嬉しい .515 ** .233 *
⑤先生を好き .337 * .115 ⑥同級生を嫌い .259 † .126
⑤同級生を尊敬できる .311 † .124 ④先生と話したくない ︲.437 * .169 †
⑤同級生を嫌い ︲.288 † .208 † ⑤イライラする ︲.354 * .254 *

充実感 ④不安を感じる .499 * .154 ④先生は正しい ︲.374 † .116 ④不安を感じる .371 † .076 ④不安を感じる .427 † .101
④イライラする .392 † .141 ⑤嬉しい ︲.472 * .295 ** ④同級生と話したくない .517 * .126
④先生を尊敬できる .368 † .167 † ⑤イライラする ︲.407 † .254 *
⑤先生と話したくない ︲.430 † .152
⑤不安を感じる ︲.436 † .154

教師との
関係

④嬉しい .422 * .122 ⑤不安を感じる ︲.371 * .076 ④先生は正しい .428 * .265 ** ④先生は正しい .497 * .227 *
④やる気が出る .408 * .230 ** ④やる気が出る .412 † .149 ⑤先生を嫌い ︲.332 † .121
⑤嬉しい .324 † .116 ④同級生は正しい .516 * .150
⑥先生を好き ︲.307 * .076 ⑤嬉しい .337 * .295 **

⑥イライラする .283 † .066
⑥同級生を好き .322 * .129
⑥同級生を嫌い .281 † .112
⑥同級生と話したくない .318 * .122
⑥悲しい .244 † .126
⑥不安を感じる .241 † .188 *
④悲しい ︲.431 * .139
④イライラする ︲.392 † .095
⑤イライラする ︲.404 * .111
⑤同級生と話したくない ︲.374 * .157
⑤同級生を嫌い ︲.417 * .208 †
⑥先生は正しい ︲.344 * .106
⑥先生を好き ︲.300 * .112

友人との
関係

⑤嬉しい ︲.337 † .116 ⑤イライラする .380 * .214 † ④やる気が出る .387 * .149 ⑤先生を嫌い .373 † .121
④不安を感じる ︲.331 † .154 ⑤先生を嫌い .401 * .201 † ④先生は正しい .390 * .265 ** ⑥同級生と話したくない .282 † .140
④イライラする ︲.346 † .141 ⑤先生を好き ︲.320 † .120 ④嬉しい ︲.334 † .148
⑤やる気が出る ︲.424 * .108 ④やる気が出る ︲.313 † .116

学業 ⑤不安を感じる .358 † .154 ④嬉しい .477 ** .186 † ④嬉しい .326 † .140 ④悲しい .313 † .100
⑤イライラする .369 † .090 ④不安を感じる ︲.329 † .113 ⑤先生と話したくない .367 † .119 ④先生を尊敬できる .332 † .035
④嬉しい ︲.382 * .122 ⑤イライラする .355 † .111 ⑥先生は正しい .257 † .103
④やる気が出る ︲.385 * .230 ** ⑤同級生と話したくない .519 * .157 ④嬉しい ︲.358 † .148

⑥同級生を好き .250 † .129 ④同級生を好き ︲.416 * .182 †
⑥不安を感じる ︲.269 † .188 * ④やる気が出る ︲.365 † .116
⑤先生を好き ︲.348 † .115
④先生は正しい ︲.322 † .265 **

（注１）④小学４年生（n＝66）　⑤小学５年生（n＝57）　⑥小学６年生（n＝71）
（注２）†ｐ < .10, *ｐ < .05, **ｐ < .01
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の感覚」が正の影響を及ぼすことが示され
た。さらに，同級生が褒められた場面では，
女子児童の「悲しい」，同級生が叱られた
場面では４年生の「先生と話したくない」
に対して，「居心地の良さの感覚」が正の
影響を及ぼすことが示された。一方，自分
自身が褒められた場面では，男子児童の
「先生を嫌い」，同級生が褒められた場面で
は４年生の「先生は正しい」，５年生の「先
生を嫌い」，６年生の「不安を感じる」に
対して，「居心地の良さの感覚」が負の影
響を及ぼすことが示された。加えて，男子
児童の「先生を嫌い」，「先生と話したくな

い」，女子児童の「同級生は正しい」に対
しても，「居心地の良さの感覚」が負の影
響を及ぼすことが示された。
２）「被信頼・受容感」
　自分自身が褒められた場面では，４年生
の「先生を好き」と，男子児童の「先生を
尊敬できる」に対して，「被信頼・受容感」
が正の影響を及ぼすことが示された。ま
た，同級生が褒められた場面では，５年生
の「嬉しい」，「先生を好き」，「不安を感じ
る」と，男子児童の「嬉しい」，「不安を感
じる」，「先生を好き」，「先生は正しい」，
「同級生を尊敬できる」に対して，「被信

表５　学級適応感尺度・学校生活尺度と感情・行動的反応の関連（性別）
当事者 傍観者

褒められた場面 叱られた場面 褒められた場面 叱られた場面
反応 β ʀ2 反応 β ʀ2 反応 β ʀ2 反応 β ʀ2

居心地の
良さの
感覚

男：不安を感じる ︲.243 † .078 女：イライラする ︲.336 † .115 女：悲しい .435 * .127 女：同級生は正しい ︲.339 † .105
男：先生を嫌い ︲.337 * .075 男：先生を嫌い ︲.298 * .098
男：イライラする ︲.228 † .051 男：先生と話したくない ︲.327 * .139 *

女：同級生は正しい ︲.470 * .081
女：同級生を尊敬できる ︲.385 † .051

被信頼・
受容感

男：先生を好き .265 † .054 女：嬉しい .237 † .082 男：嬉しい .292 * .108 † 女：嬉しい .290 * .137 †
男：先生を尊敬できる .282 * .103 男：先生を好き .351 * .094 女：やる気が出る .274 * .092
男：先生は正しい .261 † .102 男：先生を尊敬できる .268 † .096

男：先生は正しい .297 * .062
男：同級生を尊敬できる .307 * .117 †
男：不安を感じる .364 * .114 †
女：嬉しい .237 † .082
女：やる気が出る .327 † .062

充実感 女：悲しい .349 † .044 女：先生を尊敬できる .474 * .106 女：同級生と話したくない .366 † .084
男：先生と話したくない ︲.302 † .139 * 男：先生を嫌い ︲.302 † .071

男：先生と話したくない ︲.371 * .071
教師との

関係
男：先生を尊敬できる .310 * .120 † 男：同級生を尊敬できる .309 * .117 † 女：先生を嫌い ︲.288 * .106

男：同級生は正しい .309 * .107 † 女：先生を好き ︲.242 † .066
女：悲しい ︲.259 † .127
女：先生は正しい ︲.321 * .095
女：先生を好き ︲.249 † .102

友人との
関係

男：嬉しい ︲.301 * .115 † 男：先生を嫌い .372 ** .121 * 男：先生と話したくない .249 † .139 * 女：同級生は正しい .290 * .105
男：先生を好き ︲.224 † .054 女：イライラする .247 † .115 男：嬉しい ︲.236 † .108 † 女：嬉しい ︲.254 † .137 †
男：やる気が出る ︲.245 † .065 男：同級生を好き ︲.217 † .093

男：同級生を尊敬できる ︲.222 † .117 †
女：悲しい ︲.347 * .127

学業 男：嬉しい ︲.341 * .115 † 男：嬉しい .242 † .119 † 男：先生と話したくない .239 † .139 * 女：先生を嫌い .248 † .106
女：イライラする ︲.288 * .115 女：悲しい .268 † .127 女：イライラする .276 † .050

男：不安を感じる ︲.262 † .114 † 女：嬉しい ︲.276 * .137 †
女：やる気が出る ︲.252 † .092

（注１）男…男子児童（n＝103）　女…女子児童（n＝88）
（注２）†ｐ < .10, *ｐ < .05, **ｐ < .01
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頼・受容感」が正の影響を及ぼすことが示
された。加えて，同級生が叱られた場面で
は，５年生の「嬉しい」，「先生を好き」，
女子児童の「嬉しい」，「やる気が出る」に
対して，「被信頼・受容感」が正の影響を
及ぼすことが示された。一方，自分自身が
叱られた場面では，５年生の「先生を嫌
い」，同級生が叱られた場面では，４年生
の「先生と話したくない」，５年生の「イ
ライラする」に対して，「被信頼・受容感」
が負の影響を及ぼすことが示された。
３）「充実感」
　自分自身が褒められた場面では，４年生
の「不安を感じる」，同級生が褒められた
場面では，女子児童の「先生を尊敬でき
る」，同級生が叱られた場面では，４年生
の「同級生と話したくない」に対して，「充
実感」が正の影響を及ぼすことが示され
た。一方，同級生が褒められた場面では，
５年生の「嬉しい」，同級生が叱られた場
面では，男子児童の「先生と話したくない」
に対して，「充実感」が負の影響を及ぼす
ことが示された。
４）「教師との関係」
　自分自身が褒められた場面では，４年生
の「嬉しい」，「やる気が出る」，男子児童
の「先生を尊敬できる」，自分自身が叱ら
れた場面では，男子児童の「先生を尊敬で
きる」，同級生が褒められた場面では，４
年生の「同級生は正しい」，「先生は正し
い」，５年生の「嬉しい」，６年生の「同級
生を好き」，「同級生と話したくない」，男
子児童の「同級生を尊敬できる」，「同級生
は正しい」，同級生が叱られた場面では，
４年生の「先生は正しい」に対して，「教
師との関係」が正の影響を及ぼすことが示

された。一方，自分自身が褒められた場面
では，６年生の「先生を好き」，自分自身
が叱られた場面では，５年生の「不安を感
じる」，同級生が褒められた場面では，４
年生の「悲しい」，５年生の「イライラす
る」，「同級生と話したくない」，「同級生を
嫌い」，６年生の「先生を好き」，「先生は
正しい」，女子児童の「先生は正しい」，同
級生が叱られた場面では，女子児童の「先
生を嫌い」に対して，「教師との関係」が
負の影響を及ぼすことが示された。
５）「友人との関係」
　自分自身が叱られた場面では４年生の
「イライラする」，５年生と男子児童の「先
生を嫌い」に対して，「友人との関係」が
正の影響を及ぼすことが示された。さら
に，同級生が褒められた場面では，４年生
の「先生は正しい」，「やる気が出る」，同
級生が叱られた場面では，女子児童の「同
級生は正しい」に対して，「友人関係」が
正の影響を及ぼすことが示された。一方，
自分自身が褒められた場面では，５年生の
「やる気が出る」，男子児童の「嬉しい」，
同級生が褒められた場面では女子児童の
「悲しい」に対して，「友人関係」が負の影
響を及ぼすことが示された。
６）「学業」
　自分自身が叱られた場面では，４年生の
「嬉しい」，同級生が褒められた場面では，
５年生の「同級生と話したくない」に対し
て，「学業」が正の影響を及ぼすことが示
された。一方，自分自身が褒められた場面
では，４年生の「嬉しい」，「やる気が出
る」，男子児童の「嬉しい」，自分自身が叱
られた場面では，女子児童の「イライラす
る」，同級生が叱られた場面では，４年生
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の「同級生を好き」，女子児童の「嬉しい」
に対して，「学業」が負の影響を及ぼすこ
とが示された。

Ⅳ　考察

　本研究の結果から，自分自身が褒められ
た場面では，「嬉しい」，「やる気が出る」
や「先生を好き」，「先生を尊敬できる」な
ど，ポジティブな感情・行動的反応が生じ
る傾向が示された。一方で，学業の程度や
友人との関係性によっては，「嬉しくな
い」，「やる気が出ない」とネガティブに感
じ取る傾向が示されたことから，青木
（2009）が論じたように，褒めることは必ず
しも肯定的な影響を与えることができると
は限らないと考えられる。次に，自分自身
が叱られた場面においては，「イライラす
る」，「不安を感じる」，「先生を嫌い」とい
うネガティブな感情的反応が生じる傾向が
示された。一方で，学業が良好な場合に「嬉
しい」と感じる場合もあることや，教師と
の関係が良好な児童にとっては，「先生を
尊敬できる」と感じることから，竹内
（1995）が論じたように，叱りが児童の感
情・行動的反応にポジティブな影響を与え
る場合もあると考えられる。
　これらのことから，自分自身が褒められ
るとポジティブな感情・行動的反応が生
じ，自分自身が叱られるとネガティブな感
情・行動的反応が生じるとは限らず，学級
への適応感や教師・友人との関係性の程度
によって，褒めや叱りの受け取り手である
児童の感情・行動的反応はポジティブにも
ネガティブにも変化し得る可能性があると
考えられる。したがって，教師が積極的に
褒めたとしても，友人との関係が良好でな

い場合や，学級での充実感が低い児童は，
不安を感じる傾向があると示されたこと，
学業が良好な児童は，叱られることを嬉し
いと感じる傾向が示されたことなどから，
日常的な関係性や学級での適応感，発達段
階にも十分に配慮することで，児童の成長
に効果的な「褒め」や「叱り」に繋げるこ
とができるのではないかと考えられる。
　続いて，同級生が褒められた場面では
「やる気が出る」，「嬉しい」，「先生は正し
い」，「同級生は正しい」，「同級生を尊敬で
きる」というポジティブな感情的反応が生
じる傾向が示された。一方で，「悲しい」，
「不安を感じる」，「同級生と話したくな
い」，「先生を好きではない」というネガ
ティブな感情・行動的反応も生じるため，
当事者だけでなく，傍観者の複雑な感情・
行動的反応への配慮も必要だと考えられ
る。しかし，６年生は，学級における学業
や，居心地の良さの感覚が高ければ，同級
生が褒められても「不安を感じない」とい
う傾向が示されたため，ネガティブな反応
が生じても，児童の学級適応感を高めるこ
とで，ポジティブな反応へ変化する可能性
が考えられる。加えて，教師との関係が良
好な場合，同級生が褒められても「イライ
ラしない」，「悲しくない」と感じる傾向が
あるため，教師との関係は，同級生との関
係にも間接的に影響を与える可能性が考え
られる。
　これらのことから，日常的な教師との関
係は，自分自身のネガティブな感情的反応
の緩和にも影響すると考えられる。さら
に，教師との関係が良好だと，同級生が褒
められたとしても「同級生を好き」，「同級
生は正しい」，「同級生を尊敬できる」と感
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じる傾向が示されたため，教師との関係は
友人関係にも影響を与える要因であると考
えられる。次に，同級生が叱られた場面で
は，「不安を感じる」，「悲しい」と感じる
傾向があると示された。一方で，「嬉しい」，
「やる気が出る」と感じる場合があり，同
級生が叱られている場面は，他の児童のや
る気を引き出すことができる面と，叱りと
は関係がない児童を不安にさせてしまう面
があるため，叱りを慎重に行うことが必要
だと考えられる。さらに，逸脱行動を行っ
た同級生に対して，「同級生と話したくな
い」と感じる傾向があるため，叱られた児
童が，学級から排除されることがないよう
に，児童同士の関係性を注意深く観察する
必要があると考えられる。一方で，逸脱行
動をした同級生を放置せず，教師が叱るこ
とで，「先生は正しい」，「先生を好き」と
感じる傾向があるが，友人との関係が良好
な場合は，「先生を嫌い」，「同級生は正し
い」と感じるため，傍観者にとって，教師
の叱りは教師への信頼につながる可能性も
あると考えられる。しかし，仲間意識から
教師に対してネガティブな感情を抱く場合
もあると考えられる。
　これらのことから，逸脱行動を行った児
童を叱った時，周りの児童の感情・行動的
反応に配慮を行わないと，叱りに直接関係
のない児童が不安を抱き，学級での居心地
が良くないと感じてしまう恐れがあること
や，同級生と話したくないと感じ，児童同
士の関係性が悪くなる可能性も考えられる
ため，「叱らない」のではなく，周りの児
童の感情にも配慮した叱り方が重要だと考
えられる。
　続いて，３つの不登校要因（教職員との

関係をめぐる問題，いじめを除く問題，不
安の傾向がある）と本研究の結果を関連付
けて考察する。１つ目に，「教職員との関
係をめぐる問題」に関して，同級生が叱ら
れた場面において，「先生を嫌い」，「先生
と話したくない」と感じる傾向が示され
た。そのため，教師が褒めや叱りを行う時
に，傍観者立場の児童へ配慮することで，
教師との関係性の悪化を緩和することがで
きるのではないかと考えられる。２つ目
に，「いじめを除く友人関係をめぐる問題」
では，同級生が褒められたり，叱られた場
面において，「同級生を好きではない」，「同
級生と話したくない」と感じる傾向が示さ
れたため，教師は児童を褒めた際，褒めら
れた児童が，その後，学級で他の児童から
どのように見られているか等を観察するこ
とが必要だと考えられる。さらに，叱る際
にも，叱られた児童が，その後，他の児童
によって，学級から排除されること等がな
いように，配慮する必要があると考えられ
る。３つ目に，「不安の傾向がある」では，
自分自身が叱られた場面であっても，教師
との関係が良好だと「不安を感じない」こ
とや，同級生が褒められたことで，「不安
を感じる」傾向が示されたことから，教師
は児童との信頼関係や，傍観者の自尊心や
自己肯定感に配慮する必要があると考えら
れる。傍観者に対する配慮として，褒めや
叱りを直接受けた児童と教師の関係性だけ
でなく，傍観者の存在も意識し，全体への
言葉かけを行う等をして，教師と学級全体
の児童との信頼関係を意識することが重要
だと考えられる。
　本研究の結果から，教師による褒めや叱
りはその場で見聞きしていた傍観者自身の
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心情にも影響を与え，学級における教師や
同級生との関係にも影響することが示され
た。学級で教師が褒めや叱りを行う際，当
事者立場の児童だけでなく，傍観者立場の
児童による教師や友人との関係，自己肯定
感に配慮することが重要だと考えられる。
さらに，教師の褒めや叱りによる児童の感
情・行動的反応や，学級における教師との
関係や友人との関係，学級適応感等は，相
互に影響し合う要因である可能性が考えら
れる。例えば，自分自身が褒められた場面
や，同級生が叱られたり，褒められた場面
で「不安を感じる」場合があると考えられ
るが，友人との関係が良好であると，自分
自身が褒められた場面で「不安を感じな
い」こと，学業が良好であると，同級生が
褒められた場面で「不安を感じない」こと，
教師との関係が良好であると，自分自身が
叱られた場面で「不安を感じない」可能性
が考えられる。加えて，同級生が褒められ
た場面で，友人との関係が良好であると，
「やる気が出る」，「先生は正しい」と感じ
ることや，教師との関係が良好であると，
「同級生を好き」，「同級生は正しい」，「同
級生を尊敬できる」，「嬉しい」，「やる気が
出る」と感じる可能性が考えられる。以上
のように，教師との関係が良好であると，
友人への印象も良好になる可能性があり，
学校での対人関係が良好であると，ポジ
ティブな感情・行動的反応が生じ，学級適
応感が高まる等，担任教師の褒め方・叱り
方がきっかけとなり，児童の学校生活にお
いて良好な状況が相互に影響し合う可能性
があると考えられる。
　これらのことから，担任教師の褒め方・
叱り方によって生じる児童の感情・行動的

反応や，学級における日常的な教師との関
係，友人との関係，学級適応感等が，児童
の学校生活に対して，良好かたちで影響し
合うことで，「教職員との関係をめぐる問
題」，「いじめを除く友人との関係をめぐる
問題」，「学校における人間関係に課題を抱
えている」，「不安の傾向がある」という不
登校要因を未然に防ぎ，不登校予防につな
げることができるのではないかと考えられ
る。

Ⅴ　今後の課題

　本研究における課題として，第一に，場
面想定法に関して，予備調査をもとに，す
べての調査協力者が経験し得る想定場面を
作成したが，調査協力者の「褒められ」「叱
られ」の経験の頻度や教師の性別により，
想定する場面が多少変化する可能性があ
る。そのため，教師の性別や，想定場面で
褒められた児童は，たまたま褒められたの
か，日常的に褒められているのか，叱られ
た児童はたまたま叱られたのか，日常的に
叱られているのか等，具体的な場面を設定
することが必要であると考える。第二に，
本研究で用いた選択式の回答法は，限られ
た感情・行動的反応のみしか検討すること
ができなかったため，選択項目にない素直
な感情や，行動的反応の収集が可能となる
自由記述欄の作成も加える必要があると考
える。第三に，想定場面の「同級生」とい
う存在に関して，詳細な定義を行わなかっ
たため，回答者により想定する同級生の像
に差が生じ，結果に影響を及ぼす可能性が
ある点があげられる。「同級生」という存
在が仲良しグループの一員なのか，回答者
との関係性は良好なのか，同性か異性なの
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かなど，焦点を絞ることで，回答者による
ばらつきを防ぐことが必要だと考える。

付記
　本研究は，跡見学園女子大学文学部臨床
心理学科における，平成30年度卒業論文の
内容の一部を加筆・修正したものです。お
忙しい中，調査にご協力くださった学校の
皆様に心より感謝申し上げます。本研究に
あたり，指導教員の新井 雅先生から丁寧
なご指導と多大な助言を賜りました。厚く
御礼を申し上げ，感謝いたします。
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